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緊急地震速報の活用した超高層ビルにおける地震防災対策

Application of Earthquake Early Warning System to disaster mitigation for High-Rise
Building
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本研究では、超高層ビルを対象として緊急地震速報を活用した地震防災対策の一環として、短周期地震動を対象とし
た防災対策に加え、長周期地震動を対象とした防災対策を検討した。緊急地震速報を周知するために防災訓練で活用を
行い、さらに事前に各フロアーにおける防災マップを各階担当者に作成してもらい、危険箇所などを把握してもらった。
また、緊急対応組織を参集するためのトリガー情報として活用を行った。また長周期地震動対策として、緊急地震速報
を活用して、長周期地震動が到達する前にエレベータ制御をおこなうことも実施している。
今後は、緊急地震速報のアナウンス後、危険な個所から離れるといった危険回避ができるよう、防災訓練と周知活動

を行っていく予定である。


